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しましたしました

　2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

度
ど

第
だい

３回
かい

会
かい

議
ぎ

は，今
こん

年
ねん

度
ど

の本
ほん

審
しん

議
ぎ

会
かい

のテーマである「地
ち

域
いき

に根
ね

付
づ

いた
多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまちづくり」を進
すす

めるに当
あ

たり，重
じゅう

要
よう

となる「情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

」，中
なか

でも「多
た

言
げん

語
ご

や「や
さしい日

に

本
ほん

語
ご

」での情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

の取
とり

組
くみ

等
とう

」に焦
しょう

点
てん

を当
あ

て，開
かい

催
さい

しました。実
じっ

際
さい

に「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」での情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

に取
と

り組
く

まれている団
だん

体
たい

から活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を御
ご

報
ほう

告
こく

いただき，その後
ご

，意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

いました。

＜日
にち

　時
じ

＞	� 2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

11月
がつ

12日
にち

（木
もく

）午
ご

後
ご

2時
じ

から4時
じ

まで
＜場

ば

　所
しょ

＞	京
きょう

都
と

市
し

役
やく

所
しょ

＜議
ぎ

　題
だい

＞	情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

～多
た

言
げん

語
ご

や「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」での情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

の取
とり

組
くみ

等
とう

～
	 報

ほう

告
こく

　外
がい

国
こく

人
じん

のための「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」



2

●●「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」有
ゆう

志
し

の会
かい

について
・�京

きょう

都
と

府
ふ

内
ない

の日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

師
し

が集
あつ

まり，2009年
ねん

に発
ほっ

足
そく

。
・��日

に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

している外
がい

国
こく

人
じん

，日
に

本
ほん

に住
す

んでいる外
がい

国
こく

人
じん

を対
たい

象
しょう

に防
ぼう

災
さい

に関
かん

する出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

を行
おこな

うとともに，日
に

本
ほん

人
じん

に言
こと

葉
ば

をやさしく伝
つた

え
ることについて考

かんが

えてもらうため，「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」の研
けん

修
しゅう

会
かい

や勉
べん

強
きょう

会
かい

を各
かく

地
ち

で行
おこな

っている。
●●「やさしい日

に

本
ほん

語
ご

」について
・��阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

を契
けい

機
き

に，弘
ひろ

前
さき

大
だい

学
がく

人
じん

文
ぶん

学
がく

部
ぶ

社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

学
がく

研
けん

究
きゅう

室
しつ

（佐
さ

藤
とう

和
かず

之
ゆき

教
きょう

授
じゅ

）が外
がい

国
こく

人
じん

被
ひ

災
さい

者
しゃ

に，迅
じん

速
そく

に正
せい

確
かく

に簡
かん

潔
けつ

に情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える，避
ひ

難
なん

所
じょ

に誘
ゆう

導
どう

することを目
もく

的
てき

に「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を考
こう

案
あん

。
・��日

に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N4（旧
きゅう

3級
きゅう

）が基
き

準
じゅん

になっている。これは，一
ひと

人
り

でバスに乗
の

ることができる，買
か

い物
もの

ができる，
簡
かん

単
たん

な文
ぶん

章
しょう

が読
よ

み書
か

きできる，小
しょう

学
がっ

校
こう

2年
ねん

生
せい

で学
まな

ぶ漢
かん

字
じ

が理
り

解
かい

できる程
てい

度
ど

の文
ぶん

法
ぽう

，語
ご

彙
い

となっている。
・�「やさしい日

に

本
ほん

語
ご

」の作
さく

成
せい

に関
かん

しては，言
こと

葉
ば

を簡
かん

単
たん

にし，文
ぶん

章
しょう

を短
みじか

くする，ローマ字
じ

やカタカナを使
つか

わ
ないなどの基

き

本
ほん

のルールがある（次
じ

ページ参
さん

照
しょう

）
●●活

かつ

動
どう

を通
とお

して
・�外

がい

国
こく

人
じん

向
む

けの防
ぼう

災
さい

出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

では，イラストや動
どう

画
が

，
実
じっ

際
さい

の避
ひ

難
なん

グッズなどを駆
く

使
し

するとともに，一
いっ

方
ぽう

的
てき

ではなく会
かい

話
わ

するような形
けい

式
しき

で講
こう

義
ぎ

を進
すす

めている。
・�日

に

本
ほん

人
じん

向
む

けの研
けん

修
しゅう

会
かい

や勉
べん

強
きょう

会
かい

では，どのように言
い

え
ば外

がい

国
こく

人
じん

の方
かた

に分
わ

かりやすく，どういう言
こと

葉
ば

が分
わ

か
りにくいのかを理

り

解
かい

してもらえる。「英
えい

語
ご

ができない
からコミュニケーションがとれない」ではなく，「日

に

本
ほん

語
ご

でも「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を使
つか

えばコミュニケー
ションがとれる」と実

じっ

感
かん

してもらうことが多
おお

い。
・�災

さい

害
がい

時
じ

には，「言
こと

葉
ば

の壁
かべ

」「制
せい

度
ど

の壁
かべ

」「心
こころ

の壁
かべ

」といっ
た３つの壁

かべ

が高
たか

くなると言
い

われているが，「やさしい
日
に

本
ほん

語
ご

」で伝
つた

えることにより，日
にち

常
じょう

のコミュニケー
ションが図

はか

られ，「壁
かべ

」の解
かい

消
しょう

につながると思
おも

う。ま
た，日

にち

常
じょう

からコミュニケーションがよくとれている
自
じ

治
ち

体
たい

や地
ち

域
いき

は災
さい

害
がい

時
じ

もトラブルが少
すく

ないと言
い

われ
ている。

・�日
に

本
ほん

で，京
きょう

都
と

で住
す

んでいる外
がい

国
こく

人
じん

に不
ふ

幸
こう

な目
め

にあっ
てほしくない。たとえ災

さい

害
がい

に遭
あ

ったとしても「みん
な親

しん

切
せつ

で日
に

本
ほん

に来
き

てよかった」と思
おも

ってもらいたい。
日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じようにサービスと情
じょう

報
ほう

が受
う

けられるよ
うな状

じょう

況
きょう

であってほしいと思
おも

い，活
かつ

動
どう

している。

「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」有
ゆう

志
し

の会
かい

を紹
しょう

介
かい

した記
き

事
じ

2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

11月
がつ

11日
にち

京
きょう

都
と

新
しん

聞
ぶん

報
ほう

告
こく

外外
がいがい

国国
こくこく

人人
じんじん

のための「やさしいのための「やさしい日日
にに

本本
ほんほん

語語
ごご

」　」　
「やさしい「やさしい日日

にに
本本
ほんほん

語語
ごご

」」有有
ゆうゆう

志志
しし

のの会会
かいかい

 　 　花花
はなはな

岡岡
おかおか

  正正
まさまさ

義義
よしよし

  氏氏
しし

杉杉
すぎすぎ

本本
もともと

  篤篤
あつあつ

子子
ここ

  氏氏
しし
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▶�▶�実
じっ

際
さい

に，防
ぼう

災
さい

についてのワークショップに参
さん

加
か

したことがあるが，分
わ

かりやすくとても勉
べん

強
きょう

になっ
た。ワークショップの参

さん

加
か

者
しゃ

の中
なか

には，普
ふ

段
だん

は通
つう

訳
やく

が必
ひつ

要
よう

な方
かた

もいたが，通
つう

訳
やく

が全
まった

くいらないぐら
い分

わ

かりやすい説
せつ

明
めい

だった。
▶�▶�「やさしい日

に

本
ほん

語
ご

」が全
ぜん

国
こく

に普
ふ

及
きゅう

されることを願
ねが

う。
▶�▶�「やさしい日

に

本
ほん

語
ご

」といっても，今
こん

回
かい

の報
ほう

告
こく

にあった弘
ひろ

前
さき

大
だい

学
がく

人
じん

文
ぶん

学
がく

部
ぶ

社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

学
がく

研
けん

究
きゅう

室
しつ

が考
こう

案
あん

し
たものもあれば，他

ほか

のものもあると思
おも

う。全
ぜん

国
こく

共
きょう

通
つう

になればより良
よ

い言
げん

語
ご

の一
ひと

つになるだろう。
▶�▶�私

わたし

たちみんなが様
さま

々
ざま

な言
げん

語
ご

を学
まな

べるわけではないので，多
た

言
げん

語
ご

の一
ひと

つとして「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を
もっと意

い

識
しき

していくことが大
だい

事
じ

だと思
おも

った。日
に

本
ほん

で暮
く

らす外
がい

国
こく

人
じん

との共
きょう

通
つう

言
げん

語
ご

は，「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」だと感
かん

じた。
▶�▶�先

せん

日
じつ

参
さん

加
か

した防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

では「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」が使
つか

われていなかった。防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

の場
ば

をはじめ，もっ
と日

にち

常
じょう

的
てき

に活
かつ

用
よう

されていけば良
よ

いと思
おも

う。
▶�▶�「やさしい日

に

本
ほん

語
ご

」を一
いち

番
ばん

必
ひつ

要
よう

とするのは，日
にち

常
じょう

のコミュニケーションの場
ば

だと思
おも

う。災
さい

害
がい

時
じ

の情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

という面
めん

での重
じゅう

要
よう

性
せい

もさることながら，近
きん

隣
りん

の外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と話
はな

すときのツールとして役
やく

立
だ

つのが「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」だと思
おも

う。
▶�▶�日

に

本
ほん

に来
き

て間
ま

もない留
りゅう

学
がく

生
せい

に対
たい

しても，防
ぼう

災
さい

のワークショップを開
ひら

いていただきたい。日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

するに当
あ

たり，防
ぼう

災
さい

の知
ち

識
しき

を得
え

ることは重
じゅう

要
よう

であり，来
らい

日
にち

直
ちょく

後
ご

に受
じゅ

講
こう

することで危
き

機
き

感
かん

を持
も

つこと
ができると思

おも

う。
▶�▶�「やさしい日

に

本
ほん

語
ご

」を共
きょう

通
つう

の言
げん

語
ご

として，防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

だけでなく日
にち

常
じょう

の交
こう

流
りゅう

においても使
つか

うことが重
じゅう

要
よう

であると学
まな

んだ。

委委
いい

員員
いんいん

のの意意
いい

見見
けんけん

（（抜抜
ばっばっ

粋粋
すいすい

））

①難
むずか

しいことばを避
さ

け，簡
かん

単
たん

な語
ご

を使
つか

ってください。
②�１文

ぶん

を短
みじか

くして文
ぶん

の構
こう

造
ぞう

を簡
かん

単
たん

にします。文
ぶん

は分
わ

かち書
か

きにしてことばのまとまりを認
にん

識
しき

しや
すくしてください。

③�災
さい

害
がい

時
じ

によく使
つか

われることば，知
し

っておいた方
ほう

がよいと思
おも

われることばはそのまま使
つか

ってくだ
さい。

④カタカナ・外
がい

来
らい

語
ご

はなるべく使
つか

わないでください。
⑤ローマ字

じ

は使
つか

わないでください。
⑥擬

ぎ

態
たい

語
ご

や擬
ぎ

音
おん

語
ご

は使
つか

わないでください。
⑦�使

し

用
よう

する漢
かん

字
じ

や，漢
かん

字
じ

の使
し

用
よう

量
りょう

に注
ちゅう

意
い

してください。すべての漢
かん

字
じ

にルビ（ふりがな）を振
ふ

っ
てください。

⑧時
じ

間
かん

や年
ねん

月
がっ

日
ぴ

を外
がい

国
こく

人
じん

にも伝
つた

わる表
ひょう

記
き

にしてください。
⑨動

どう

詞
し

を名
めい

詞
し

化
か

したものはわかりにくいので，できるだけ動
どう

詞
し

文
ぶん

にしてください。
⑩あいまいな表

ひょう

現
げん

は避
さ

けてください。
⑪二

に

重
じゅう

否
ひ

定
てい

の表
ひょう

現
げん

は避
さ

けてください。
⑫文

ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

はなるべく統
とう

一
いつ

するようにしてください。
参
さん

考
こう

URL：http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ1a.htm

「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」作
さく

成
せい

の12のルール（弘
ひろ

前
さき

大
だい

学
がく

社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

学
がく

研
けん

究
きゅう

室
しつ

ホームページ参
さん

照
しょう

）参
さん

考
こう
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事
じ

務
む

局
きょく

か ら の お 知
し

ら せ
本
ほん

ニュースレターや審
しん

議
ぎ

会
かい

に関
かん

する御
ご

意
い

見
けん

などがございましたら，下
か

記
き

までお寄
よ

せください。
（審

しん

議
ぎ

会
かい

の会
かい

議
ぎ

はどなたでも傍
ぼう

聴
ちょう

することができます。）
また，審

しん

議
ぎ

会
かい

ニュースレターのバックナンバーや英
えい

語
ご

版
ばん

を御
ご

希
き

望
ぼう

の方
かた

は，下
か

記
き

までお問
と

い合
あ

わせください。

京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶ ん

化
か

施
し

策
さ く

審
し ん

議
ぎ

会
か い

事
じ

務
む

局
きょく

〒604-8571 京
きょう

都
と

市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

寺
てら

町
まち

通
どおり

御
お

池
いけ

上
あが

る上
かみ

本
ほん

能
のう

寺
じ

前
まえ

町
ちょう

488 番
ばん

地
ち

　京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

室
しつ

TEL： 075-222-3072　　FAX： 075-222-3055　　E メール： kokusai@city.kyoto.jp
ホームページ： http://www.city.kyoto.lg.jp/somu/kokusai/

　平
へい

成
せい

25年
ねん

５月
がつ

31日
にち

に「行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづき

における特
とく

定
てい

の個
こ

人
じん

を識
しき

別
べつ

するための番
ばん

号
ごう

の利
り

用
よう

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」が公
こう

布
ふ

され，平
へい

成
せい

27年
ねん

10月
がつ

以
い

降
こう

，すべての住
じゅう

民
みん

に対
たい

するマイナンバーの通
つう

知
ち

が行
おこな

われています。
　マイナンバー制

せい

度
ど

の周
しゅう

知
ち

を図
はか

るため，国
くに

（内
ない

閣
かく

府
ふ

）では７言
げん

語
ご

（日
に

本
ほん

語
ご

，英
えい

語
ご

，中
ちゅう

国
ごく

語
ご

（簡
かん

体
たい

字
じ

・繁
はん

体
たい

字
じ

），
ハングル，スペイン語

ご

，ポルトガル語
ご

）に対
たい

応
おう

したホームページやコールセンターを開
かい

設
せつ

し，さらにホームペー
ジでは25箇

か

国
こく

語
ご

のチラシを掲
けい

載
さい

しています。

内
ない

閣
かく

官
かん

房
ぼう

マイナンバー制
せい

度
ど

ホームページ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

緊緊
きんきん

急急
きゅうきゅう

地地
じじ

震震
しんしん

速速
そくそく

報報
ほうほう

・・津津
つつ

波波
なみなみ

警警
けいけい

報報
ほうほう

のの多多
たた

言言
げんげん

語語
ごご

辞辞
じじ

書書
しょしょ

のの作作
さくさく

成成
せいせい

についてについて

　平
へい

成
せい

27年
ねん

10月
がつ

，携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

等
とう

の通
つう

信
しん

サービスを提
てい

供
きょう

する事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

等
とう

が緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

や津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

を
多
た

言
げん

語
ご

で提
てい

供
きょう

する際
さい

に必
ひつ

要
よう

となる翻
ほん

訳
やく

表
ひょう

現
げん

を，気
き

象
しょう

庁
ちょう

，内
ない

閣
かく

府
ふ

，観
かん

光
こう

庁
ちょう

が，「緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

・津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

の多
た

言
げん

語
ご

辞
じ

書
しょ

」として取
と

りまとめました。
　この多

た

言
げん

語
ご

辞
じ

書
しょ

は，「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」のほか，英
えい

語
ご

，中
ちゅう

国
ごく

語
ご

，ハングル，ポルトガル語
ご

，ス
ペイン語

ご

に対
たい

応
おう

しており，携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

・スマートフォンの緊
きん

急
きゅう

速
そく

報
ほう

メールや災
さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する
様
さま

々
ざま

なアプリケーション等
とう

で活
かつ

用
よう

が進
すす

められています。　　　　　

気
き

象
しょう

庁
ちょう

ホームページ「緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

・津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

の多
た

言
げん

語
ご

辞
じ

書
しょ

」より抜
ばっ

粋
すい
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多多
たた

言言
げ んげ ん

語語
ごご

によるマイナンバーによるマイナンバー制制
せ いせ い

度度
どど

のの周周
しゅうしゅう

知知
ちち

についてについて関
か ん

連
れ ん

情
じょう

報
ほ う
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